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　「年をとっても認知症にだけはなりたくない」
　そう思ってはいませんか？
　しかし推計では、85歳の約半数、95歳以上の約8割は認知症にかかっ
ています（平成24年）。超高齢社会に突入した今の日本では、誰もが認知
症に関係する可能性があります。認知症の予防につとめるとともに、か
かっても安心して暮らせるようにみんなで協力しあうことが必要です。
　大切なことは、認知症から目をそむけることではなく、どうすれば認知
症になるのを先延ばしにできるのか、なったときはどうすればいいのかを
知ることです。
　認知症で失われる能力は一部であり、周囲のサポートを受けながら、残
された能力でいきいきと生きることができるのです。
　あなたやあなたの大切な人のために、この冊子がお役に立てば幸いです。

予防や対処を知って、
認知症に対する不安を
減らしましょう

はじめに

認知症高齢者の患者数
75歳から急速に増加しています。

厚生労働科学研究「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害へ
の対応」による
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年齢別に見た認知症の有病率（推定）
内閣府「令和4年版高齢社会白書」による

65歳以上の方の世帯構成
高齢者のみの世帯が半数以上になっています。

一人暮らし
28.8％

夫婦のみ
32.3％

高齢者と
独身の子ども
20.0％

三世代
9.4％

その他
9.5％
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認知症を正しく知ろう

1 2

●認知症はどうして起こるのか ●主な認知症の種類

障害される部位によって症状が異なる

最も多い認知症はアルツハイマー型認知症

　大脳は私たちの意識をつかさどり、五感（視覚、聴覚、触覚、嗅
きゅうかく
覚、味覚）を感じ、手

足など体を動かす中
ちゅうすう
枢です。脳細胞が変性したり、血管が詰まるなどして脳細胞が大量に

減少したり、正常に働かなくなると、記憶や計算、判断などができなくなってしまいます。
部位によって担当する機能が異なるため、大脳のどこがどのように侵されるかによって症
状が異なります。

その他 3.9%
混合型 3.3%
アルコール性
認知症 0.4%
前頭側頭型
認知症 1.0%
レビー小体型
認知症 4.3%

　最も多い認知症はアルツ
ハイマー型認知症（アルツ
ハイマー病）です。二つ以
上の認知症が合併する場合
もあります。

大脳に異変が起きる
（ゴミたんぱくの蓄積）

大脳がきちんと
機能できなくなる

認知症の発症

前頭葉
理性や思考、創
造性などをつか
さどる。注意や
行動などの実
行機能担当。

頭頂葉
空間の位置関係
を把握したり、熱
さや冷たさ、触
覚など感覚をつ
かさどる。体感
系担当。

後頭葉
視覚をつかさど
る。見たものの
分析担当。

側頭葉
嗅覚や聴覚、言
葉の理解担当。

海馬
側頭葉の内側にあり、で
きごとの記憶を担当。

厚生労働科学研究「都市部におけ
る認知症有病率と認知症の生活機
能障害への対応」による

患者数
978人中

アルツハイマー型
認知症
67.6%

血管性
認知症
19.5%

血管性認知症

アルツハイマー型
認知症

前頭側頭型
認知症

レビー小体型
認知症

●ゆっくりと進行します。

●	本人は楽観的で、病気
だという意識が薄いで
す。

●	昼間に徘
はい
徊
かい
して、道に迷ったりします。

●	嗅覚が衰えやすく、腐ったものに気づか
ないこともあります。

●事実と異なることを話すことがあります
（作話）。

●子どもや動物、昆虫など、
生々しい幻視があらわれ
ます。

●	手足の動きがのろくなり、
筋肉が硬直し、動きが減ります。

●歩行が小刻みで、転びやすくなります。

●	初期にはもの忘れの自覚があります。

●	睡眠中に大声を上げたり、ばたばたした
りします。

●	高血圧など動脈硬化の危険
因子を持つ男性がなりやす
いです。

●	手足のマヒなどの運動障害
が起こることがあります。

●	気分が落ち込んだり、意欲の低下が見ら
れやすくなります。

●	泣きやすくなるなど、感情の制御がしに
くくなります。

●	初期にはもの忘れの自覚があります。

●	理性をつかさどる前頭
葉が侵されるので、子
どものように行動に制
御が利かなくなり、万
引きや交通違反など反
社会的行動が増えます。

●	興味・関心がなくなると、話の途中でも
立ち去ります。

●	同じ行為を繰り返したり、不潔をいとわ
なくなります。

●50歳代くらいから発症することがあり
ます。

　認知症は記憶力や判断力など、大脳の機能（認知機能）が日常生活に
支障をきたした状態です。
　治療方法や対処方法は種類によって異なり、治る認知症もあります。
認知症のおそれがあるときは、まず正しい診断を受けることが大切です。
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　認知症の症状には、主に「認知機能障害（中核症状）」と「行動・心理症状（周辺症状）」の2種類
があります。認知症の原因により症状は異なりますが、少しずつ認知機能が衰えていきます。認知症に
なっても、失った能力を周囲の支援で補うことで、さまざまな活動が可能です。

●認知症の症状

　認知症の人の特徴や接し方を知らず、認知症の人の心を傷つけたりストレスを与えてしまうことで、行
動・心理症状が悪化してしまうことがよくあります。行動・心理症状があらわれると、周囲の人も認知症
の人も辛い思いをすることが多くなります。
　また、認知症になっていることに本人も周囲も気づかないために、本人の言動の異変を周囲が理解で
きず、本人が孤立し、行動・心理症状がより悪化することもあります。
　認知症の特性を知り、できること、できないことについて学ぶことで、認知症になったときにどのよう
な支援を受ければよいかを知ることができます。また支援する側が認知症を学ぶことは、認知症の人を理
解し、どのように支援すればいいか知るために大切です。

かかわり方で行動・心理症状は大きく変わってきます

イライラする
腹が立つ
いやな気持ち

怒る
不安になる
パニックになる

前向きになる
うれしくなる・
自信が高まる
安心できる・
やる気が出る

認知症になるとどうなるかは、周囲との関係で変わってくる。
そのために、認知症の特徴を知ることが大切。

良い関係になる
心に余裕ができる
嫌な気持ちに
ならない

怒
っ
た
り
、
叱
っ

たり
する

より行動・
心理

症
状
が
悪
化
す
る

できる
こ
と
を
ほ
め
る

できないことを責
め
な
い
で
、

笑
顔
に
なる

よくない接し方 望まれる接し方認知症の人

※あくまで目安であり、当てはまらない人もいます。

※BPSDと呼ばれることもあります。
　BPSD：Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia（認知症に伴う行動・心理症状）

本人の
特性や資質

ストレスの多い
環境や
人間関係など

徘徊、不潔行為、
拒否、暴言・暴力、
意欲の低下
など

はい かい

抑うつ、不安、
焦燥感、睡眠障害、
興奮、妄想
など

しょうそう

　新しい体験の記
憶や、知っている
はずの記憶を思い
出すことが困難に
なる障害。

行動・心理
 症状※

（周辺症状）（周辺症状）

認知機能
障害
 （中核症状）（中核症状）

　時間、日付、季
節感、場所、人間
関係などの把握が
困難になる障害。

　旅行や料理など
計画や手順を考
え、それにそって
実行することが困
難になる障害。

記憶障害 見当識障害

実行機能障害 理解・判断力の障害
　2つ以上のことを
同時に処理したり、
いつもと違う些細
な変化への対応が
困難になる障害。

さ さい

改善が可能

行動症状 心理症状

知っておき
たい

行動・心理症状の悪化がトラブルの原因になりやすい

3 4
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軽度認知障害（MCI）の徴候

●軽度認知障害（MCI※）とは

　「隣の部屋に探しものに行ったら、何を探しに来たのかどうしても思い
出せない」など、今、何をしようとしたのかわからなくなることです。こ
のようなことがしばしば起こります。

記憶障害

　日付や曜日がわからなくなることです。何かのイベントを思い出そうと
したときも、どのくらい前のことなのかわからなくなるなどがしばしば起
こります。

時間の見当識障害

　疑い深くなったり、怒りっぽくなったりします。これは記憶障害など
から自分に自信がなくなったり、きちんと対応できない自分にいらだった
り不安を感じるためと解釈されます。

性格変化

話の理解困難

　長年の趣味をやめるなど何十年もやってきて、生きがいだったことをや
めてしまうことは危険な徴候です。うつ病と誤診されやすいですが、治
療方法が異なりますので注意が必要です。

意欲の低下

　軽度認知障害は正常と認知症の間の状態で、年に１割前後、５年間で半数ほどが認知症に移行
するとされるため、認知症予備群に位置付けられています。
　この状態のときから、専門医の診察を受けて適切な対策をとり、認知症を遠ざける生活習慣にす
ることで、認知症への移行を防ぐことが期待できます。

　基本的には日常生活に大きな支障はありませんが、次のようなことが、しばしば起きるのが徴候です。
特に気づきやすいのが「意欲の低下」です。

※ＭＣＩ：Mild Cognitive Impairment

 こうちょう

1

2

3

4

5

　「もしこうならこうだけど、そうでなかったらこうだよ」といった少し複雑
な話の理解が難しくなります。つじつまを合わせようとして作り話をしたり、
とんちんかんな応答をすることがあります。（※難聴との鑑別は必要です）

　以下のチェックリストを参考に「認知症かもしれない」というサインに早めに気づき、かか
りつけ医や地域包括支援センターなどに相談しましょう。認知症による変化は、本人よりも周
囲の人が気づきやすいことも多いので、身近な家族などが一緒にチェックしましょう。

直前にしたことや
話したことを忘れ
てしまうように
なった。

おしゃれや清潔感
など身だしなみに
気を使わなくなっ
た。

同じことを何度も
言ったり、聞いた
り、したりするよ
うになった。

今まで好きだった
趣味などへの興
味や関心がなく
なった。

置き忘れやしまい
忘れが増えて、い
つも探しものをし
ている。

外出したり、人と
会うことをおっく
うがり、嫌がるよ
うになった。

知っているはずの
人やものの名前
が出てこなくなっ
た。

今までできていた
家事、計算、運転
などのミスが多く
なった。

つじつまの合わな
い作り話をするよ
うになった。

日付や時間を間
違えたり、慣れた
道で迷ったりする
ようになった。

以前に比べ、ささ
いなことで怒りっ
ぽくなった。

財布が見当たら
ないときなど、盗
まれたと人を疑う
ようになった。

認知症のサイン

5 6
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　認知症の人は、本人に病気だという認識（病識）がうすい場合、
受診を勧めても強く拒否することがあります。そのようなときに、
無理に病院に連れていくと、本人との信頼関係が崩れたり、よ
り受診につなげられなくなったりしてしまうことがあります。
　どうしても受診につなげられない場合は、先に家族だけでか
かりつけ医や専門医に相談するか、医師に自宅まで来ていただ
く方法もあります。
　なお、診察ができたとしても、本人が日常生活の困りごとに
ついて説明しない（できない）場合もありますので、身近な家
族ができれば複数で付き添い、説明を補足できるようにすると
よいでしょう。

受診の勧め方

●「（かかりつけの主治医の先生が）
　受診を勧めていましたよ」
　本人が信頼している人が勧めているという
と、素直に聞くことがあります。

受診時に伝えたいこと

●いつ頃から異変を感じたか、気づくきっか
けはどのようなことだったか。
●以前と比べて変わったこと、できなくなった
ことはどんなことか。
●日常生活で困っていることはなにか。
●以前かかった病気や現在治療中の病気につ
いて、現在服薬している薬はあるか。
　など

●「同年代の人は皆受けているようだよ」
　高齢になったら誰もが受ける必要があるこ
とを伝えます。夫（妻）の付き添いで病院へ
来てもらい、ついでにチェックを受けてもらう
のも有効です。

　認知症が早期のうちは、正しい診断がつかない場合があります。認
知症が心配されるときは、できれば専門の医療機関を受診しましょう。
　本人が受診を嫌がるときは受診を工夫したり、本人が信頼するかか
りつけ医などに相談してみましょう。

認知症は早期発見と受診が大切

本人が受診を嫌がるときは

　「もしかして？」と感じたときは早めの受診が大切です。
しかし、どの病院へ行けばいいか、どの診療科を受診
すればいいか、初めてのことであれば迷うのは当然です。
　認知症は、もの忘れ外来、精神科、脳神経内科、脳
神経外科などの診療科のある医療機関が対応します。
認知症専門医のいないところもあるため、事前に電話で
お問い合わせいただくか、ホームページなどで確認して
みてください。（参照Ｐ25、26）
　上記医療機関の受診に抵抗や不安を感じる場合は、
かかりつけ医や地域包括支援センターなどに相談し、症
状に合わせた専門の医療機関を紹介してもらいましょう。

慢性硬膜下血腫

ご存じですか？若年性認知症のこと
　認知症を65歳未満で発症した場合を「若年性認知症」といいます。
　若年性認知症は、年齢が若く働き盛りの世代の発症なので、本人だけでなく家族の生活にも影響
が大きいのが特徴です。早期に見つかれば、配置転換などによる雇用の継続など、周囲の病気への
理解によって、その人らしい生活を続けることができます。

脳の硬膜下という部分に血がたまって、認知症の症状や手足のまひを起こす
病気。手術で血のかたまりを取りのぞくことで改善する場合もあります。

もの忘れ
外来？

治療によって認知症の症状が治る場合もある病気

まん せい こう まく か けっ しゅ

正常圧水頭症 脳脊髄液が正常に循環せず、脳にたまる病気で、認知症の症状や歩行障害、尿失禁
などがあらわれる。脳脊髄液の流れをよくする手術によって改善する場合もあります。

せい じょう あつ すい とう しょう

脳　腫　瘍 頭蓋内に腫瘍ができる病気で、発生部位によって認知症の症状や手足のまひ、
聴覚や視覚の障害などがあらわれる。腫瘍の摘出で改善する場合もあります。

のう しゅ よう

こう まく

せ　ん　妄 意識障害のひとつで、記憶障害や幻覚、妄想があらわれる病気。一過性で
適切な治療や薬の変更により改善する場合もあります。

う　つ　病 気分が落ち込みやすく、意欲や集中力の低下、認知機能の低下などがみら
れる病気。適切な治療により回復する場合もあります。

せき ずい

ず がい しゅ よう

甲状腺機能低下症
甲状腺のホルモンが低下する病気で、全身の倦怠感、気力の低下、体のむくみ
などに加え、もの忘れなどの認知症の症状がみられる。甲状腺ホルモン製剤の
服用で改善する場合もあります。

けん たい かん

こう じょう せん き のう てい か しょう
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●「食事」で認知症を予防しましょう
　食事の基本は、さまざまな栄養をバランスよくとること。高齢期は
食が細くなる傾向があるので「低栄養」に注意しましょう。また、
以下のポイントを改善すると血管の老化を防ぎ、認知症の予防に役
立ちます。

　認知症は解明されていない部分も多くありますが、近年の疫学研
究の結果などから、「食事」「運動」「休養」「喫煙」「飲酒」などの
生活習慣が発症に深くかかわっていることが明らかになっています。
特に運動習慣は予防効果が認められています。
　認知症の危険因子となる高血圧、脂質異常症、糖尿病などの生
活習慣病を予防する生活改善が、認知症予防にも役立ちます。

　趣味や運動、友人知人との交流が乏しい高齢者
が、家に閉じこもりがちな生活を続けていると、運
動機能や意欲・知力の低下が急速に進みます。これ
らを総称して「フレイル」といいます。
　高齢者のフレイルは、介護が必要な状態になる大
きな危険因子であり、認知症を引き起こす要因とな
ります。活動的な生活を心がけましょう。

認知症を予防する
ライフスタイル

短時間の「昼寝」と「軽い運動」が認知症を予防する？
　高齢期は生体リズムが悪くなるため、日中や夕方に眠気に
襲われやすくなります。しかし、夕方や長時間の睡眠は夜の
熟睡の妨げとなります。おすすめは、午後1～3時にとる短め
（30分以内）の昼寝です。短時間の昼寝は脳の疲労回復に
役立ち、アルツハイマー型認知症の発症を5分の1に減らすと
もいわれています。逆に長時間の昼寝は危険を2倍にすると
いう指摘もあり要注意です。また、夕方に軽い運動をすると、
居眠り防止とともに、運動で上昇した体温が夜に向けて下
がっていくことで眠りにつきやすくする効果があります。

食習慣の改善ポイント

青背の魚を積極的に
ポイント

1

　特に青背の魚に多
く含まれる不飽和脂
肪酸（DHA、EPAな
ど）は脳の神経を保
護し、血管性認知症
を招きやすい動脈硬
化を予防します。

緑黄色野菜を積極的に
ポイント

2

水分補給を忘れずに
ポイント

3

　水分不足は血管を
詰まらせ、認知症のリ
スクを高めます。特に
高齢者は脱水症状に
なりやすいので、意
識的に水分をとりま
しょう。

お酒を飲むなら適量に
ポイント

4

　飲みすぎは認知症
を招きやすいので適
量を心がけましょう。
抗酸化作用のあるポ
リフェノールが豊富な
赤ワインがおすすめで
す。

　しっかり噛んで食べることで、脳に適度な刺激が与えられ、栄養も吸
収されやすくなります。そのためにも日々の口腔ケアにつとめ、歯や入
れ歯などに不調を感じたら、早めに歯医者さんに相談しましょう。
　また、定期的な健診も受けましょう。

「口腔
ケア」も

大切で
す

　緑黄色野菜に含ま
れるビタミンC、βカ
ロチン、リコピンなど
の抗酸化物質が動脈
硬化を防ぎ、認知症
の予防に役立ちます。

ベータ

か

こう くう

●認知症は予防、進行を遅らせることが可能です

認知症と生活習慣の深いかかわり

「フレイル」も認知症の危険因子
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　以下の事業は、65歳以上の方が利用できます。
●介護予防サロン
　閉じこもり予防、健康保持、介護予防を目的に、気軽に通うことができる
住民主体の場です。30か所以上の団体が活動しています。詳しくは、福祉
総合相談課（℡047-421-6732）までお問合せください。
●やちよ元気体操
　転倒予防を目的に、いつでも・どこでも・だれでもできるように作成され
た八千代市オリジナルの体操です。高齢者が楽しみながら運動を継続し転倒
等を予防できるように、市とやちよ元気体操応援隊が、やちよ元気体操の
普及と地域に根付いた住民主体の健康づくりを推進しています。詳しくは、
健康づくり課（℡047-483-4646）までお問合せください。
●介護予防教室
　運動機能の向上、栄養改善、口腔機能の向上、認知症予防などをテーマ
とした地域包括支援センター主催の教室です。開催日時や開催場所は地域
包括支援センター（裏表紙）までお問合せください。

●「運動」で認知症を予防しましょう
　運動には健康寿命を延ばすさまざまな効果があり、脳の働きを活発にするなど認知症予防
にも役立ちます。けがをしにくい有酸素運動がおすすめですが、適度に筋肉や骨を鍛えるこ
とも大切です。無理をせず、日々の習慣にしましょう。

有酸素運動を日々の習慣に
　自分なりのペースで行う有酸素運動は、けがをしにくいだけ
でなく、血流をよくして動脈硬化を防ぎ、認知症の予防に効果
的です。20～60分程度の有酸素運動を、できれば毎日、少な
くとも週に2～3回は続けましょう。

毎日の家事も立派な運動です
　運動習慣は何もスポーツジムに通ったりしなくてもつけられま
す。きちんと普段の「家事」をこなすことでも運動効果は期待
できます。
　買い物は徒歩で行く、ごみを分別して決まった日に出す、こ
まめに部屋の掃除をする、洗濯をして干す、庭木の手入れを怠
らないといった日常生活で欠かせない家事を丁寧に行いましょう。
自然と体は鍛えられ、気分も活動的になります。

● 有酸素運動のほかに、軽いスクワットなど体に適度な負荷をかける運動で筋肉や骨を丈夫にすることも、寝たきりなどを招
く転倒や骨折予防のためには大切です。

●ウォーキング　●マイペースのジョギング
●水中ウォーキング　●マイペースの水泳　
●ハイキング　●サイクリング

おすすめの有酸素運動

●「知的活動・社会参加」で認知症を予防しましょう
　脳も筋肉などと同じように、使えば使うほど鍛えられ活性化します。認知機能を刺激する
ために、興味のもてる「知的活動」を増やし、人とのふれあいで心も豊かになる「社会参加」
の機会を大切にする生活習慣を心がけましょう。

もっと知的活動を増やすために
　仕事や子育てから解放されるなど生活が安定すると日常生
活で頭を使う機会が減ってしまいます。自分の関心に合わせて、
新たな知的活動をみつけましょう。

社会参加から生まれるネットワーク
　積極的に外出して人とふれあうことで、新たな心のよりどこ
ろとなるネットワークが生まれます。常に社会との接点をもち、
人とのきずなを大切にしましょう。

●日記をつける。「自分史」を書く。
●新聞や本などを読んで新しい情報を得る。
●テレビやラジオを視聴して番組を楽しむ。
●楽器演奏やカラオケなどの趣味をもつ。
●食事（食材・調理・食器など）にこる。
●美術館や博物館に行って文化を楽しむ。

たとえば

たとえば

●ボランティア活動に参加する。
●祭りなど地域のイベントや「通いの場」に参加する。
●囲碁や将棋など頭を使う趣味や、水泳やハイキング
など体を使う趣味を共有できる仲間をみつける。

●身だしなみに気を配り、他者に関心をもつ。

八千代市の
介護予防の
取り組み 社会参加を

しましょう

●長寿会（老人クラブ）
　地域の高齢者が交流を深め、有意義な生活を送るために自主的に組織し
た団体です。学習会、スポーツ、趣味などのクラブ活動を通じて、積極的
にいきがいづくりや健康づくりを行っています。詳しくは、八千代市長寿会
連合会（℡047-485-2257）までお問合せください。

●ふれあい大学校
　市内在住の60歳以上の方を対象に、社会福祉や健康管理、体操などの
学習の場を提供するとともに、受講生相互の親睦を図ります。期間は1年
（4月～翌年3月）で、定員は100人、毎年1月頃の広報やちよで案内します。
詳しくは、長寿支援課生きがいサービス班（℡047-421-6737）までお問
合せください。
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●コミュニケーションの心得
　認知症の人とコミュニケーションをとるときには、特別あつかいは不要ですが、いくつか
のことに配慮しましょう。接し方の善しあしで、症状が安定したり悪化したりする場合があ
ります。

認知症の方との
接し方

　次のような接し方は、認知症の人を混乱させたり傷つけたりして、症状を悪化させる場
合があります。

こんな接し方はやめましょう 　認知機能の衰えはあっても、残っている能力もたくさんあります。本人の尊厳を守り、
残っている能力を安心して十分に発揮できるような配慮を心がけましょう。

こんな配慮を心がけましょう

声をかけるのは1人で
　複数で取り囲むと、本人の恐怖
心をあおります。声をかけるとき
は、まずは1人でかけましょう。

目線を合わせる
　本人の視界に入って話しかけ、
小柄であればしゃがむなど目線を
同じ高さに合わせて話しましょう。

ゆっくり・はっきり
　大声や甲高い声ではなく、なる
べく穏やかな声で、ゆっくり、はっ
きりと話すようにしましょう。

耳を傾ける
　たとえ本人の話が要領を得ない
ものでも耳を傾け、何を言いたい
のかを推測、確認しましょう。

まずは見守る
　認知症が疑われる人がいた場合
は、さりげなく様子を見守り、サ
ポートできる機会をさぐりましょう。

余裕をもつ
　こちらの不安や焦りは、本人に
も伝わって動揺させてしまいます。
自然な笑顔で接しましょう。

驚かせる

●急に後ろから声をかける。

●急に大声で話しかける。

●無言のままで腕をつかんだり、
　体に触ったりする。　など

●早口で質問し、すぐに返答を求める。

●一度に多くのことを質問する。

●本人ではなくこちらの都合やペースで
　物事を進める。　など

急がせる

●間違いや失敗などに対して、
　けわしい顔や困った顔を示す。

●本人の主張を否定または無視する。

●子どもあつかいする。　など

自尊心を
傷つける
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具体例と対応のポイントについて

同じことを何度も言う
　母から毎日のように日付や曜日、その日の出来事
や近々の予定などについて質問されます。一度返答
しても、しばらくするとまた同じようなことを聞かれ
るので、同じ問答の繰り返しで精神的に疲れてしま
います。

●本人に同じ質問を繰り返している自覚はありません。
症状を理解して、「また同じ質問！」と感情的にならずに
丁寧な応対を心がけましょう。
●目で見てわかる日めくりや予定が書き込めるカレン
ダーを利用して、いっしょに確認しましょう。

　認知症の人から受ける質問の
内容によっては、返答の要点な
どをその場でメモ用紙に書きな
がら会話をしましょう。紙を残し
ておけば、あとから見直すことも
できます。

返答をメモに残すこともサポート α

会話以外でも確認する
接し方やサポートの参考例

どうする？

こんなとき

盗まれたと疑うようになった 
　母が最近よく物をなくすようになりました。単な
る「置き忘れ」「しまい忘れ」が多いのですが、財布
や通帳など貴重品をなくしたときは「誰かが盗ん
だ！」と騒ぎ立て、家族を疑うことさえあるので困っ
ています。 

●「知らないよ！」「自分がなくしたんでしょ！」などと頭か
ら否定するのはやめましょう。
●本人といっしょにさがすようにしましょう。
●さがし物が見つかったときも、本人自身が見つけられ
るように上手に導きましょう。

●自分が大事な物をなくすはずがない。
●家族の誰かが盗んだに違いない……。 
●泥棒だとすれば、警察に通報しなければ……。 

本人（母）の気持ち

あなたの気持ち
●なくすだけならまだしも、
　盗んだと家族が疑われるのは悲しい。

　家族など身近な人に金品など
を盗まれたと思い込むのは、認
知症の典型的な症状のひとつで
す。自分やほかの家族が疑われ
てもショックを受けず、冷静に対
応しましょう。 

疑われても落ち込まないサポート α

本人の訴えを否定しない 
接し方やサポートの参考例

どうする？

こんなとき

トイレの失敗が増えた 
　父が失禁などトイレのことでしばしば失敗するよ
うになりました。就寝中や体調のすぐれないときだ
けでなく、昼間普通に生活しているときにもトイレに
間に合わないことがあり、本人も気に病んでいるよ
うです。 

●起床時、毎食後、入浴前、就寝前など決まった時間に
トイレに行く習慣をつけましょう。
●トイレの場所がわかりやすいように、ドアに貼り紙をす
るなど工夫しましょう。
●本人の居室や寝室をトイレの近くにしましょう。

●また間に合わなかった。情けない……。
●尿意や便意を感じないことがある。
●トイレの場所がわからなくなることがある。

本人（父）の気持ち

あなたの気持ち
●必要になれば使うが、
　まだ「おむつ」などは使いたくない。

　トイレの失敗は羞恥心をともな
うデリケートな問題です。本人の
尊厳を保つためにも、サポ ート
する人が感情的に叱るのは禁物
です。心に余裕をもって接しま
しょう。 

叱るのは禁物サポート α

習慣や環境を変える 
接し方やサポートの参考例

どうする？

こんなとき

●Aさんの「わがまま」ではないと理解しましょう。
●不用意な言葉で注意すると感情が高ぶり、より攻撃的
な言動につながる場合があります。
●余裕のないAさんの気持ちに寄り添って、安心できる
ように声をかけましょう。

暴言で仲間の和を乱す 
　同じ釣り同好会で活動しているAさんの言動が問
題になっています。無断で休んだり、分担した役割
をしなかったりしても反省の色がなく、逆に「聞いて
いない！」などと声を荒らげるので、サークルの規律
や和が乱れています。

●何でみんなオレのことばかりを責めるんだ？
●釈明したくても言葉がうまく出てこない。
●オレがいたら迷惑というならやめてやる！

本人（Aさん）の気持ち

あなたの気持ち
●以前のAさんはこんなトラブル
　メーカーではなかったのに……。 

　周囲への乱暴な言動は、自分
自身への憤りや不安、焦り、孤
独といった感情の裏返しの場合
があります。こちらの適切な対応
や配慮次第で、状況は大きく変
わります。 

裏返しの感情表現サポート α

気持ちを落ち着かせる 
接し方やサポートの参考例

どうする？

こんなとき

●知りたい、知っておきたい。
●わからないから、聞かないと不安になってしまう。
●何度も同じことを聞いているつもりはない。

本人（母）の気持ち

あなたの気持ち
●同じことの繰り返しで疲れるし、
　イライラしてしまう。
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認知症の状態に
合わせた対応を

　認知症の気づきから生活機能障害が軽度の時期です。もの忘れはあっても、
金銭管理や買い物、事務処理といった日常生活は自立している、もしくは、
それらにミスはあっても、おおむね日常生活は自立しています。

　今までと違うことに気づいたり、不安を抱
えたりすることがあれば、そのままにしない
で、かかりつけ医などの医療機関や地域包括
支援センターなどに相談しましょう。

①「認知症の疑いがある」状態、および
②「症状はあっても自立している」状態

まずは相談する
　本人には次第にできないことが増えていく
といういらだちや不安があります。そんな気
持ちを穏やかに保てるように、家族など周囲
の人が上手にサポートしましょう。

本人の不安を和らげる

　安全ばかりを優先して家に閉じこもるので
はなく、趣味や地域のサークル活動などを通
じ安心してすごせる居場所を見つけ、仲間た
ちと積極的に交流しましょう。

居場所や仲間を増やす
　医療や介護の方針を含めた今後の生活設計
や、成年後見制度を利用した財産管理の方法
などを早いうちから家族で話し合っておきま
しょう。

将来を見据える

　認知症の生活機能障害が中度の時期です。たとえば、処方された薬を指示通
りに飲んだかどうかの記憶があいまいになったり、来訪者への対応がひとりでは
難しくなったりしますが、周囲の適切なサポートがあればこなせる状態です。

　認知症の進行によって変化していく症状や行動によって、在宅生活を送るために必要となる
支援やサービスは異なります。その人の状態に合わせた対応を考えましょう。

　家族だけで支えるのではなく、民生委員や
町内会の知人や友人などにも理解を求め、日
常生活の中で積極的に見守ってくれる周囲の
人の数を増やしましょう。

③「見守りがあれば日常生活は自立できる」状態

見守る人を増やす
　思いがけない事故に備えた安全対策を施し
ましょう。特に火の始末については、安全セ
ンサー付きのガスコンロの利用や電化製品へ
の買い替えなどを考えましょう。

安全対策を考える

　健康管理や持病のことだけでなく、認知症
の症状を含めて、かかりつけ医のアドバイス
を求め、専門医を紹介された場合は受診して
みましょう。

医療のサポートを受ける
　家族がいない時間帯などに、本人の状態に
合わせた専門家によるサポートを依頼できる
訪問介護や通所介護といった介護保険のサー
ビスを検討しましょう。

介護のサポートを検討する

本人や家族へのアドバイス

本人や家族へのアドバイス
この時

期
の特徴

この時
期

の特徴
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　認知症の生活機能障害が重度の時期です。認知症の進行とともに身体機能
も衰え、寝たきりになるなど日常生活のあらゆる面で常にサポートが必要になり
ます。言葉によるコミュニケーションが困難になっている場合もあります。

　言葉による意思の疎通が難しくなってきた
ら、しぐさや表情、スキンシップなど言葉以
外のコミュニケーションの方法を工夫して、
本人を安心させましょう。

⑤「常に介護が必要」な状態

コミュニケーションを工夫する
　寝たきりなどになると、衰えていく体調の
管理がより大切になります。ケアマネジャー
やかかりつけ医と相談しながら、介護と看護
の両面を充実させましょう。

介護と看護を充実させる

　本人や家族の事情を考慮しながら、今後も
自宅ですごすか、また適切なサポートをする
ための設備や体制の整った施設などですごす
かを検討しましょう。

住み替えを検討する
　いずれは訪れる終末期に備え、自立してい
たころの本人の希望も含めて、延命措置の選
択など看取りの方法について、家族で話し
合っておきましょう。

看取りに備える

　認知症の生活機能障害が中度から重度の時期です。着替えや食事、トイレな
ど身の回りのことに周囲の適切なサポートが必要になってきます。外出時に道
に迷ったりすることもあるので、サポートする側の注意と対策が必要です。

　介護のプロであるケアマネジャーなどと緊
密に相談し、本人の希望や認知症の状態に合
わせながら、さまざまな介護サービスを組み
合わせて活用しましょう。

④「日常生活に手助けや介護が必要」な状態

介護サービスを活用する
　通い慣れているはずの道などでも迷ってし
まう危険があります。GPS機能付きの携帯電
話をもたせるなど、いざというときに備えた
見守りの体制を充実させましょう。

見守りの体制を充実させる

　生活機能が衰えると、家庭内での事故も増
えやすくなります。事故を防止し、介護にも
役立つような介護保険による住宅改修を行い、
生活環境を整えましょう。

住まいの環境を整える
　判断能力の衰えなどにつけ込まれて、詐欺
や悪質商法などの被害にあう危険があります。
成年後見制度を利用するなどして、被害を防
ぎましょう。

悪質商法などから守る

本人や家族へのアドバイス 本人や家族へのアドバイス

この時
期

の特徴
この時

期
の特徴

さ ぎ
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●相談窓口について

認知症のサポート
紹介

下記の相談機関に相談してください。A

認知症かもしれない。困っているとき、だれに相談したらよいのか。Q

●サポートについて

介護する家族が情報交換できる場所があるのか。

A

Q

　市・地域包括支援センターが主催して「認知症の方を介護する家族交流会」を実施しております。交流会は、
認知症の方を介護している家族を対象に、介護経験者の体験談を聞いたり、家族同士の交流、悩みや疑問を話
し合うことでご家族の負担軽減を図ります。開催日時や開催場所は広報やちよや市ホームページでお知らせする
ほか、チラシを市や地域包括支援センターの窓口などで配布しています。

●権利を守る
　認知症などで本人の判断能力の低下がある場合、日常生活自立支援事業や成年後見制度の利用が考えられ
ます。
　日常生活自立支援事業では、契約能力はあるが本人の判断では不安がある場合に利用できます。支援の範囲
は、福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理のサービス、通帳などを保管する財産保全サービスがあり
ます。
　成年後見制度は、任意後見制度と法定後見制度があります。
①判断能力が不十分になる前に任意後見制度
　判断能力があるうちに将来の判断能力の低下に備え、任意後見人となる人と支援してもらう内容につい
て契約し、公証役場で公正証書を作成しておきます。実際に本人の判断能力が不十分になったときに、家
庭裁判所が選任する任意後見監督人のもとで任意後見人による支援を受ける制度です。

②判断能力が不十分になってからは法定後見制度
　判断能力が不十分な時、その能力の程度や財産並びに権利の保護の範囲に応じて３つの類型（後見、
保佐、補助）に分けて支援していく制度です。

詳しくは、地域包括支援センター（裏表紙）、八千代市社会福祉協議会（後見支援センター）（℡
047-483-3021）までお問合せください。

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の皆さんを、介護や
福祉、医療、健康、認知症のことなど、さまざまな面から総合的に支
えるための相談窓口です。地域包括支援センターのスタッフは、保健
師、社会福祉士、主任ケアマネジャーを中心に構成されており、それ
ぞれの専門性を活かしながら連携して皆さんを支えます。
　また、認知症地域支援推進員が配置されており、認知症の方を支え
るための地域づくりや認知症の方やご家族に対して相談業務に取り組
んでいます。
　各地域包括支援センターの電話番号は、パンフレット裏表紙をご覧
ください。

●❶ 地域包括支援センター

　気になる症状があるときはかかりつけ医に相談し、専
門医療機関を受診しましょう。市内には認知症診療医療
機関、協力医療機関がありますので参考にしてください。
（詳しくはP25～P26）

●❸ かかりつけ医、認知症診療医療機関

　認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる
ように、認知症サポート医と医療・福祉の専門職が「認
知症初期集中支援チーム」として、認知症の方に早期に
関わることを目的に活動しています。チームの支援対象
者に要件はありますが、詳しくは担当の地域包括支援セ
ンターまでお問合せください。

●❷ 認知症初期集中支援チーム

　65歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といい、若年性認知症支援コーディネーターが、若年性認知
症の人に関わる様々な支援を行っています。働き盛りの世代で、社会や家庭で重要な役割を担っている時期に発
症するため、ご本人だけでなく、ご家族の生活にも影響が大きいと考えられます。若年性認知症は家族や職場
の同僚など、周りの方に気づかれることが多いようです。早期に見つかれば、配置転換等による雇用の継続な
ど、周囲の病気への理解によって、その人らしい生活を続けることができます。
 043-226-2601（直通）
 月・水・金曜日　午前9時～午後3時

●❺ 千葉県若年性認知症専用相談窓口（千葉大学医学部附属病院）

電話番号
相談日時

　「公益社団法人　認知症の人と家族の会　千葉県支部」では、認知症相談コールセンターを運営しており、電
話相談及び面接相談を実施しております。
 043-238-7731　又は　＃7100
 　 月・火・木・土曜日　午前10時～午後4時
　　　　　 金曜日（予約制）午前10時～午後4時

●❹ ちば認知症相談コールセンター

電話番号
電話相談日
面接相談

 0800-100-2707
 月～土曜日　午前10時～午後3時

●❻ 若年性認知症コールセンター
電話番号
相談日時

家族交流会があります。

21 22
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介護保険サービスのほかに、利用できるサービスはどのようなものがあるか。

　認知症や寝たきりの高齢者と家族のための福祉サービスとして、紙おむつや尿取りパッドなどの購入費を一部
助成する「介護用品購入費助成」、自宅において6か月以上寝たきりの状態にある高齢者に支給する「寝たきり
老人福祉手当」、重度の認知症状態にある高齢者に支給する「在宅重度認知症高齢者手当」があります。
　各サービスには対象要件がありますので、詳しくは長寿支援課生きがいサービス班（℡047-421-6737）ま
でお問合せください。

Q

A

●ひとり暮らしの高齢者のためのサービス

ひとり暮らしで利用できる支援はどのようなものがあるか。Q

　八千代市では、ひとり暮らしの高齢者の方に対し、「ひとり暮らし登録」を行っています。担当地区の民生委
員がご自宅を訪問し、緊急時の連絡先や生活状況を把握し、市に登録します。（登録された情報は、市・民生
委員・地域包括支援センターで共有します）
　ひとり暮らし登録を行うと、ひとり暮らし高齢者のためのサービス（配食サービス、緊急通報システムの設置、
日常生活用具の給付・貸与）を利用することができます。
　登録を希望される場合は、長寿支援課生きがいサービス班（℡047-421-6737）までご相談ください。

●認知症の人が安心して外出できるために

　ご近所の方にも認知症だと隠さずに話しておくことで、地域全体で見守りができることもあります。家族だけ
で抱え込まないようにしましょう。

●自宅での介護

介護保険サービス、有償ボランティアなどがあります。A

家族で介護するのが大変になってきた。Q

　ただし、介護保険サービスを利用するためには、介護認定が必要です。詳しくは、担当の地域包括支援セン
ターまでお問合せください。

A

徘徊をするようになってしまった。Q

　徘徊するおそれのある65歳以上の方を自宅で介護している家
族を対象に、GPS機器の貸し出しをしています。月額500円の
利用料がかかります。詳しくは長寿支援課生きがいサービス班
（℡047-421-6737）までお問合せください。

•上着の内側などに、氏名・住所・連絡先を書いた名前シールを貼る
•持ち歩く鞄などに、家族の連絡先が書いてあるメモなどを入れておく
•所在不明となった場合に、場所が調べられるようにGPS機器も持たせる

家族ができる工夫

　認知症高齢者などが行方不明になった時に、警察からの依頼を受けて防災無線による呼
びかけ、情報メールの配信を行い、事故を未然に防ぐことを目的としたネットワークです。
　詳しくは、八千代警察署生活安全課（℡047-486 -0110）又は福祉総合相談課（℡
047-421-6732）までお問い合わせください。

SOSネットワーク

●その他

①認知症サポーター養成講座
　認知症について、正しい知識を身に付けるために、認知症の原因や症状、また認知症の人及びその家族への
接し方について学ぶ講座です。講座を受けた方には、認知症サポーターの証として「認知症サポーターバッジ」
をお渡しいたします。詳しくは、各地域包括支援センター（裏表紙）までお問合せください。
②避難行動要支援者登録制度
　認知能力の低下等で災害時に自力で避難することが困難で、円滑に避難するために特に支援を要する人と
して、平常時から支援者に情報提供を希望する方には「避難行動要支援者登録制度」があります。
　関係機関への個人情報の共有・提供に同意が必要です。
　詳しくは長寿支援課生きがいサービス班（℡047-421-6737）までお問合せください。

SOSネットワークの流れ

家族・保護者 八千代警察署
生活安全課

八千代市役所
福祉総合相談課

•防災無線の放送
•情報メールの配信
•地域包括支援センターに連絡

①捜索依頼

⑤連　絡

②連　絡

③呼びかけ④発見・保護

GPS機器の貸し出しをしています。

市の福祉サービスがあります。

ひとり暮らしの方を対象にしたサービスがあります。

A
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医療機関名 住　　所 電話番号 地　　区

八千代病院 八千代市下高野549 047-488-2071
東葛南部

千葉病院 船橋市飯山満町2-508 047-496-2255

日本医科大学千葉北総病院 印西市鎌苅1715 0476-99-0413 印旛

旭神経内科リハビリテーション病院 松戸市栗ヶ沢789-1 047-330-6515
東葛北部

北柏リハビリ総合病院 柏市柏下265 04-7110-6611

千葉ろうさい病院 市原市辰巳台東2-16 0436-78-0765 市原

浅井病院 東金市家徳38-1 0475-58-1411 山武長生夷隅

袖ケ浦さつき台病院 袖ケ浦市長浦駅前5-21 0438-63-1119 君津

総合病院国保旭中央病院 旭市イの1326 0479-63-8111 香取海匝

東条メンタルホスピタル 鴨川市広場1338 04-7093-6046 安房

●千葉県認知症疾患医療センター（千葉県指定） ●八千代市認知症診療医療機関

医療機関について 令和5年11月1日現在

地区 医療機関名 住　　所 電話番号 認知症
専門医 サポート医

かかりつけ医
対応力 

向上研修

緑が丘・高津 めぐみ眼科 大和田新田76-40 047-450-5530 〇

村上
松浦医院八千代分院 勝田台北1-2-5 047-487-1000 〇 〇

さくらがわクリニック 村上南5-5-18 047-405-7722 〇

●八千代市認知症協力医療機関一覧

医療機関名 住　　所 電話番号 地　　区

千葉大学医学部附属病院 千葉市中央区亥鼻1-8-1 043-226-2736 千葉市

●千葉市認知症疾患医療センター（千葉市指定）

【認知症疾患医療センターとは】
　認知症についての専門医療相談、鑑別診断、行動・心理症状への初期対応、身体合併症への対応などを行う医療機関
です。

【認知症サポート医とは】
　平成 17 年より都道府県（厚生労働省）が国立長寿医療センターに委託して実施されている所定の研修を受けた医師
です。

【かかりつけ医認知症対応力向上研修】
　平成 18 年度より認知症サポート医が都道府県医師会等と連携して地域のかかりつけ医に対し、認知症に関する知識
や技術及び本人や家族支援のための地域資源との連携などについて行った研修のことです。修了者には千葉県より修了
証書が渡されます。

　　下記の研修修了者で、掲載の同意を頂いた医療機関です。

　　診療の結果により、専門医を紹介する場合もあります。

地
区 医療機関名 住所 電話番号 予約 診療科 診療対象者 認知症

専門医
サポー
ト医

かかり
つけ医
対応力

向上研修

勝
田
台

勝田台病院 勝田 622-2 047-
482-3020 不要 脳神経

外科
初診を含め

どなたでも可 〇

ふじホーム
クリニック 勝田台 2-43-1 050-

5318-6480 要 内科・
訪問診療

初診を含め
どなたでも可 〇 〇

ふたば在宅
クリニック
八千代

勝田台北 1-9-1
みかど第 2 ビル
104 号

047-
409-3677 要 訪問診療・

精神科
定期受診を
している人 〇

阿
蘇

新八千代病院 米本 2167 047-
488-3251 要 もの忘れ

外来
初診を含め

どなたでも可

下総病院 米本 2472-2 047-
488-2135 要 精神科 初診を含め

どなたでも可 〇 〇

村
上

セント
マーガレット
病院

上高野 450 047-
485-5111

要
(火午前・
木午後
のみ )

神経内科 初診を含め
どなたでも可

得本クリニック 村上団地 1-52 047-
485-5644 要 内科 定期受診を

している人 〇

八
千
代
台

メディカル
プラザ加瀬外科・
加瀬眼科

八千代台北
1-7-10

047-
480-8111 不要 外科 初診を含め

どなたでも可 〇 〇

永康医院 八千代台東
1-6-11

047-
484-1414 要 内科 初診を含め

どなたでも可 〇

もと脳神経・
内科クリニック

八千代台西
9-2-9

047-
405-7005 要 脳神経

内科
初診を含め

どなたでも可 〇

高
津
・
緑
が
丘

やちよ総合診療
クリニック

緑が丘西
1-15-4

047-
455-8145 不要 内科 初診を含め

どなたでも可 〇

八千代
有床診療所

緑が丘西
3-13-21

047-
411-6020 要

訪問診療・
老年内科・

内科
初診を含め

どなたでも可

緑が丘
セントラル
クリニック

緑が丘 1-4-1
エスタシオン
2 階

047-
450-6604 要 心療内科・

精神科
初診を含め

どなたでも可

田中クリニック 大和田新田
1053-3

047-
458-0076 不要 内科 定期受診

している人
MED AGREE
CLINIC やちよ

大和田新田
59-68

047-
406-3093 要 訪問診療 定期受診を

している人

中嶋内科
クリニック 高津 850-134 047-

459-2264 不要 内科 診察券を
持っている人 〇

大
和
田

山本医院 大和田 860-9 047-
484-2953 不要 内科・

皮フ科
初診を含め

どなたでも可 〇 〇

東京女子医科
大学附属八千代
医療センター

大和田新田
477-96

047-450-
6000( 代表） 
047-458-

6600（予約）
要 脳神経

内科
初診を含め

どなたでも可 〇

ゆりの木
こころの
クリニック

ゆりのき台
3-5-2

047-
411-8800 要 精神科・

心療内科
初診を含め

てどなたでも可 〇 〇
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・いつも探し物をしている
・趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなる
・約束を忘れることがある
・怒りっぽくなる
・今までやっていたことが面倒そうになる
・薬の飲み忘れがある

・様子の変化に気付いたら、まずはかかりつけ医、地域包
括支援センターなどに相談しましょう。
・認知症に関する正しい知識や理解を深めておきましょう。
・本人の不安に共感しながら言動などを否定せず、さりげ
なく手助けしましょう。
・本人が行える備えを一緒に行いましょう。

・食事、排泄、清潔などの支援が必要になり、合併症が起きやすくなります。一人だけで抱え込まない
ように医療や介護サービスを活用しましょう。
・最期を迎えることについて家族で話し合い、準備しておきましょう。
・言葉で表現できなくても、顔や表情から気持ちを汲み取りましょう。

・時間や日にちがわからなくなる
・同じことを何度も言ったり聞いたりする
・食事したことを忘れる
・財布の中の小銭が増える
・ゴミ出し(分別)ができない
・家の中が物で散らかっている
・受診を嫌がる

・電話や訪問者の対応が難しくなる
・温厚な性格だった人が攻撃的になる
・物を盗られたと訴える
・電子レンジ、テレビのリモコン、ATM等の
　機械操作が出来なくなる
・入浴を嫌がる
・季節に合う服を着ることができない
・同じものばかり買う

・会話が成り立たなくなる
・本人の訴えが曖昧で具合が悪くても分からない
・食べ物でないものを口に入れる
・着替えができなくなる
・トイレの動作がわからなくなる
・家の中をうろうろする
・外に出て道に迷い自分の家に戻れない

・表情が乏しくなり、意思疎通が困難になる
・身のまわりのこと全てに介助が必要になる
・飲み込みが悪くなり、誤嚥性肺炎を起こしやすい

認知症ケアパス ～認知症の流れとサービスに  ついて～

相談窓口　

本人の様子

家族の心構え

通う場所

自宅での介護

権利を守る

住まい

①様子の変化が目立ってくる ⑤常に介護が必要③見守りがあれば生活が送れる ④手助けや介助がないと生活できない②普段の暮らしが何とかできる
軽度認知障害(MCI)～認知症初期　P17 (認知症中期)　P18 (認知症後期)　P20(認知症初期～中期)　P17 (認知症中期～後期)　P19

・叱咤激励するとさらに調子を崩してしまうことがあります。
・心も体も日によって調子が変わること自体、認知症の症状で す。
・今後の生活について話し合っておきましょう。
・火の不始末や道に迷うことなどの事故に備えて安全対策を考 えておきましょう。
・本人のプライドを傷つけないようさりげなく手助けしましょう。
・同じ体験をする家族の集いにも参加し、情報交換や相談でき る場所を見つけましょう。

●地域包括支援センター 認知症家族交流会等行っております 参照 裏表紙

●介護保険で利用できるサービス 訪問介護、訪問看護、訪問リハビリ、訪問入浴、通所介護(デイサ　  ービス)、通所リハビリ(デイケア)、ショートステイ、福祉用具購入・貸与  　　　　　　　　　地域包括支援センター

●かかりつけ医・認知症協力医療機関、認知症疾患医療センター (八千代病院) 認知症についての専門医療相談を行う医療機関です 参照 P25、26

●居宅介護支援事業所(ケアマネジャー ) 介護認定のある方の日常生活を支援するために、介護保険サービス利用の調整を行います

●認知症初期集中支援チーム 地域包括支援センターへお問い合わせ下さい。 参照 P21

●入所ができる施設 ※入所には介護度や身体状況などの条件があります。
・介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム) ・認知症対応型共同生活介護(グループホーム)
・有料老人ホーム ・サービス付き高齢者向け住宅

八千代市

●介護用品購入費助成　●寝たきり老人福祉手当

問い合わせ先

●徘徊高齢者家族支援 はいかい高齢者家族支援サービス【GPS】　 　　　　　　長寿支援課生きがいサービス班　☎047-421-6737
SOSネットワーク　　　　　　　　　　　　　　　　　  八千代警察署生活安全課☎047-486-0110・福祉総合相談課☎047-421-6732

問い合わせ先
問い合わせ先

●有償ボランティア ●移送サービス（介護タクシー）

●配食サービス 【宅配弁当】　　　　　　　長寿支援課生きがいサービス班　☎047-421-6737問い合わせ先

●介護保険で利用できるサービス 通所介護(デイサービス)、通所リハビリ(デイケア)　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター

参照 P11、12●サロン・居場所など
介護予防サロン・やちよ元気体操グループ・
介護予防教室・長寿会・ふれあい大学校

ご えん せい

●ちば認知症相談コールセンター・「認知症の人と家族の会」 参照 P21電話相談は月・火・木・土の10～16時、金曜は予約制の面接相談

●在宅重度認知症高齢者手当 長寿支援課生きがいサービス班　☎047-421-6737問い合わせ先

●日常生活用具の貸与・給付／緊急通報システム 長寿支援課生きがいサービス班　☎047-421-6737問い合わせ先 参照 P23

●介護保険サービス(住宅改修費支給) 地域包括支援センター 参照 裏表紙

●成年後見制度 参照 裏表紙

●日常生活自立支援事業 八千代市社会福祉協議会（後見支援センター）　　  ☎047-483-3021問い合わせ先

問い合わせ先

八千代市社会福祉協議会（後見支援センター）　　  ☎047-483-3021・地域包括支援センター問い合わせ先

地域包括支援センターへお問い合わせ下さい。

●避難行動要支援者登録制度 長寿支援課生きがいサービス班　☎047-421-6737問い合わせ先 参照 P24

参照 P23

問い合わせ先 参照 裏表紙

参照 裏表紙

参照 P23、24


